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展 示 名 　    / 　 ｢ 相 島 と 朝 鮮 通 信 使 パ ネ ル 展 」

共 同 発 表 者  /  今 村 公 亮 ( 相 島 歴 史 の 会 事 務 局 長 )

        豊 島 茂( 和 歌 山 大 学 国 際 観 光 学 研 究 セ ン タ ー 客 員 フ ェ ロ ー )  

 　 　 石 川 泰 成 ( 九 州 産 業 大 学 地 域 共 創 学 部 教 授 )

展 示 期 間 　/ 　 2 0 2 4 年 1 1 月 0 7 日 ( 木 ) ～ 1 1 月 2 9 日 ( 金 )

展 示 会 場 　/ 　 九 州 産 業 大 学 図 書 館 1 階 展 示 コ ー ナ ー

展 示 テ キ ス ト 　/ 　 韓 国 釜 山 か ら 4 9. 5 k m 、 晴 れ た 日 に は 釜 山 の 高 台 ど こ

か ら で も 日 本 の 地 で あ る 対 馬 が 見 え ま す 。 日 本  本 島 よ り 韓  国 が 近 い と い

う 理 由 で 「 国 境 の 島 」 と 呼 ば れ て い ま す 。 今 年 8 月 １ 週 目 の 週 末 、 対 馬

の 中 心 地 で あ る 厳  原 港 一 帯 は ホ テ ル と 民 宿 の 部 屋 が 満 室 で し た 。 福 岡

空 港 と 対 馬 を 行 き 来 す る エ ア 便 も 早 い 時 期 か ら 昼 間 の 時 間 帯 が 満 席 で

し た 。 「 対 馬 厳 原 港 ま つ り 2 0 2 4 」 と 朝 鮮 通 信 使 船 ・ 復 元 船 の 見 学 会 、 そ

し て そ の 行 列 が 再 現 さ れ る 事 に 島 外 か ら の 観 光 客 が 押 し 寄 せ ま し た 。

結 局 、 厳 原 中 心 か ら 1 0 k m 以 上 離 れ て い る 驚 く ほ ど 寂 れ た 築 5 0 年 以 上

の 民 宿 を 予 約 し 、 早 朝 の 航 空 便 に 乗 り 取 材 に 行 く こ と が で き ま し た 。 こ

の 朝 鮮 通 信 使 の 関 連 企 画 は 厳 原 港 ま つ り の メ イ ン 行 事 と し て 1 9 8 0 年

か ら 始 ま り ま し た 。 こ の 行 事 で は 、 朝 鮮 通 信 使 を 通 じ て 日 韓 交 流 の 継

承 と 発 展 を 誓 い 、 江 戸 時  代 に 橋  渡 し 役 を し た 先 祖 た ち の 栄 光 を 蘇 ら せ

る と い う 大 き な 意  味 が あ り ま す 。 朝  鮮  通  信 使 は 豊 臣 秀  吉 の 朝  鮮 出 兵 で

断 絶 し た 国 交 の 回 復 の た め 江 戸 時 代 に 朝 鮮 王 朝 か ら 日 本 に 派 遣 さ れ

た 外 交 使 節 団 で あ り 、1 6 0 7 ( 慶 長 1 2 ) 年 か ら 約 2 0 0 年 の 間 に 1 2 回 来 日 し

ま し た 。 対 馬 藩 は 両 国 の 国 交 回 復 を 仲 介 し 、 通 信 使 を 受 け 入 れ る 窓 口

役  を  担 っ て  い ま し た  。 通  信  使  の  来  日  人  数  は  、 正  使 ・ 副  使 ・ 従  事  官 の  三  使

に 加 え 、 学 者 や 文 化 人 、 芸 人 な ど 総 勢 4 0 0 ～ 5 0 0 人 ほ ど が 、 現 在 の ソ ウ

ル ( 漢 陽 ) を 出 発 し 釜 山 、 そ し て 船 ( 朝 鮮 通 信 使 船 ) で 対 馬 、 壱 岐 、 相 島 、

下  関  、 大  阪  な ど  を  経  て  江  戸 に  向  か う 先  々  で 、 学  術 ・ 芸  術 ・ 産  業 ・ 文  化  な

ど 様 々 な 分 野 で 交 流 が 花 開 き 、 両 国 の 友 好 を つ か さ ど り ま し た 。2 0 2 4

年 8 月 4 日( 日) 朝 鮮 通 信 使 行 列 の 直 前 、 対 馬 博 物 館 で は 「 国 書 交 換 式 」

が 行 わ れ 、 宗 対 馬 守 側 か ら は 「 今 後 も 朝 鮮 通 信 使 の 『 誠 信 交 隣 』 の 精

神 を 広 く 発 信 し 、 日 韓 交 流 を 確 固 た る も の と す る 」 、 韓 国 正 使 側 か ら は  

「 困 難 が あ っ て も 、 日 本 で は 対 馬 が 、 韓 国 で は 釜 山 が 中 心 と な り 、 通 信

使 の 価 値 を 未 来 世 代 に 継  承 し て い き た い 」 な ど と 書 か れ た 国 書 を 交 わ

し ま し た 。2 0 0  年 に 渡 り 、 江 戸 時  代 『 誠 信 交 隣  』 を 基 盤 に し た 友  好 関 係

は 近 年 、 朝 鮮 通 信 使 の 努 力 と 価 値 を 棒 に 振 っ て し ま い ま し た 。 日 韓 両 国

と も 多  様  な  メ デ ィ ア  環  境  の  変  化  に よ り 一  層  、 解  け る こ と よ り も ね じ  れ  た

こ と が 多 い で す 。 時  代 を 超  越 し て 存  在 す る 複  雑 な 日 韓 の 関  係 は 美 し い

風 景 だ け で は あ り ま せ ん 。 日 韓 を 纏 わ る 象 徴 的 な 媒 介 と 思 っ た の は 対

馬 と そ の 海 峡 、 そ し て 朝 鮮 通 信 使 で あ り ま す 。 そ の 全 て の 関 係 性 は 波 の

し ぶ き の よ う な 刹 那 か も し れ な い が 、 両 国 『 誠 信 交 隣 』 の 気 遣 い が 必

要 な 時  代 で あ る こ と は 間 違 い な い と 思 い ま す 。 こ の 写 真 は 2 0 2 4  年 の 対

馬 、 相 島 、 下 関 で 撮 影 し た 写 真 で す 。

写 真 上 、 下

6 0 0 × 9 0 0 m m Di git al pi g m e nt p ri nt, a c r yli c pl at e 

朝 鮮 通 信 使 の 再 現 行 列 ( 下 関 市 唐 戸 町 ) 2 0 2 4. 0 8
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写 真 １ 列 左 、 右 、2 列 左 、 右  ( 長 崎 県 対 馬 市 厳 原 町 久 田 道 ) 2 0 2 4. 0 8 _ 写 真 3 列 左 ( 福 岡 県 糟 屋 郡 新 宮 町 相 島 ) 2 0 2 4. 0 8

写 真 3 列 右 ( 山 口 県 下 関 市 唐 戸 町 ) 2 0 2 4. 0 8 _ 写 真 4 列 左 、 右 ( 山 口 県 下 関 市 赤 間 町 ) 2 0 2 4. 0 8 
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